             平成26年　8月　18日

高等学校長様

英語科主任様

英語科会員様

大阪府高等学校英語教育研究会
会　長　　　中田　恵理子
（大阪府立長野高等学校長）
「研究協議会」のお知らせ
平素より本研究会の諸行事にご協力を賜り厚く感謝しております。

さて、先日来発表者の募集をさせていただいておりました「研究協議会」の内容が決定いたしましたので、お知らせいたします。多数の方々のご参加を期待しております。
　なお、英語科主任の先生にはご面倒をおかけしますが、会員の皆様へのご連絡よろしくお願いいたします。

記

１．日時　　平成26年8月22日（金）　午後2時30分～5時00分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※受付は2時より

２．場所　　大阪府立花園高等学校

　　　　　　(東大阪市花園東町3-1-25  TEL:072-961-4925）
☆ 近鉄奈良線「東花園」駅から南へ徒歩約７分
☆ 準急・区間準急が停車します
☆ 駐車スペースが十分にありませんので、車でのご来場はご

遠慮ください
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３．内容　　
(1) 研究発表
「大学入試改革への提言について」　大阪府立鳳高等学校　溝畑　保之

新学習指導要領下で英語を学ぶ学習者にふさわしい大学入試英語問題はどの
ようなものだろうか。TOEFL等の外部試験活用や「英語教育の在り方に関す
る有識者会議」の動きも視野に入れ、いくつかの提案を行い、皆さんと意見
を交換したい。
(2) 授業記録を踏まえた授業研究
「ラウンド制指導法」　　大阪府立鳳高等学校　　　紀岡　龍一

　『ラウンド制指導法』とは、京都外国語大学教授の鈴木寿一先生が、大阪府立三国丘高等学校教諭時代に生徒の英語力を伸ばすために生み出された指導法です。インプットからインテイクそしてアウトプットという指導順序をとり、生徒の実態に合わせてすすめられます。

　鈴木先生の『ラウンド制指導法』の特徴は、インプットつまり英文の内容理解の段階で朗読をペースメーカーにしていること。予習をさせないこと。大学入試を念頭に置いて指導者が選択する教材よりは平易なものを使うことなどがあげられます。発表では鳳高校で行っている授業風景の映像を使いながら説明します。
「Focus on Formで英語表現Ⅰの教科書を使った基本的な英文法指導の研究」　大阪府立花園高等学校　　上田聖司　　片岡紀子
Focus on Form では、練習した形式の問題は解けるが、実際の場面では使えない。逆にFocus on Meaning の指導では、タスクはできるが、英語のレベル向上と正確性に問題がある。これらの考え方の中間に位置し、task をさせながら文法表現も意識して学ばせるのが、FonF(Focus on Form) である。当発表では、「英語表現I」の検定教科書を使いながら、FonFによる指導を取り入れるためにNassaji(2011)で紹介されているツールの中からいくつかを試した。
